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詩
人・竹
内
浩
三
が
広
く

世
に
知
ら
れ
る
礎
と
な
っ
た
、

私
家
版「
愚
の
旗
ー
竹
内
浩
三
作

品
集
ー
」。

浩
三
の
創
作
の
息
吹
に
触
れ
る

一
冊
が
、こ
の
た
び
復
刻
さ
れ
る
。

そ
の
編
集
や
装
丁
か
ら
は
、

姉・松
島
こ
う
と

親
友・中
井
利
亮
の
浩
三
へ
の
思
い
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
激
動
の
戦
時
下
に
伊
勢
に
生
ま
れ
、

「
骨
の
う
た
う
」
な
ど
数
々
の
詩
を
遺

し
、
わ
ず
か
二
十
三
歳
で
こ
の
世
を

去
っ
た
竹
内
浩
三
。
そ
の
戦
死
か
ら

十
年
が
経
っ
た
昭
和
三
十
一
年
、
姉
の

こ
う
が
浩
三
の
学
友
・
中
井
利
亮
に
依

頼
し
て
編
ん
だ
私
家
版
作
品
集
が『
愚

の
旗
』
だ
。
十
七
編
の
詩
を
は
じ
め
、

短
編
小
説
、マ
ン
ガ
、日
記
、
姉
宛
て
の

手
紙
な
ど
を
収
録
し
、
限
定
二
百
部

を
制
作
。
没
後
徐
々
に
そ
の
名
を
知

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
浩
三
だ
が
、「
作

品
集
」の
体
を
採
っ
た
も
の
と
し
て
は

唯
一
で
、
最
近
で
は
研
究
者
も
入
手
困

難
な〝
幻
〞の
書
籍
と
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
の「
愚
の
旗
」
が
今
回
、
地
元
の

印
刷
関
係
業
者
ら
有
志
と
出
版
社
・

伊
勢
文
化
舎
に
よ
っ
て
復
刻
さ
れ
る
。

二
〇
二
一
年
の
竹
内
浩
三
生
誕
一
〇
〇

年
を
見
据
え
、「
原
点
と
も
い
え
る
作

品
集
の
復
刻
を
機
に
さ
ら
に
人
々
の
関

心
が
高
ま
れ
ば
」
と
の
思
い
だ
。

　
詩
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、マ
ン
ガ
や
日

記
、
姉
宛
の
手
紙
の
随
所
に
、ユ
ー
モ

ラ
ス
で
実
直
、
臆
病
に
し
て
何
時
も

ク
ー
ル
な
、
浩
三
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
に

じ
み
出
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。

　
復
刻
は
、で
き
る
限
り
初
版
本
に
忠

実
に
取
り
組
ま
れ
た
。
造
本
調
査
で

は
、
荷
造
り
用
包
装
紙
の
装
丁
、一
本

糸
に
よ
る
特
殊
な
上
製
本
、伊
勢
和
紙

の
掛
け
カ
バ
ー
な
ど
、
浩
三
の
創
作
と

そ
の
息
吹
を
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
温
存

し
た
い
と
い
う
、
姉
・
こ
う
と
親
友
・

中
井
の
意
志
が
読
み
取
れ
た
。

　
メ
イ
ン
で
あ
る
十
七
編
の
詩
に
つい
て

は
活
版
印
刷
を
採
用
。
伊
勢
市
内
で

唯
一
残
る
活
版
業
者
に
協
力
を
請
い
、

試
行
錯
誤
の
末
、
当
時
の
制
作
プ
ロ
セ

ス
も
再
現
し
た（
詳
細
は
二
ー
三
面
）。

　
復
刻
本
で
は
、
初
版
本
に
二
十
ペ
ー

ジ
を
追
加
し
、
増
補
を
行
っ
た
。

　
竹
内
浩
三
と
そ
の
作
品
を
め
ぐ
る

出
来
事
一
覧
に
加
え
、
竹
内
・
中
井
の

対
比
年
譜
を
収
録
。
さ
ら
に
解
説
文

と
し
て
、
三
重
文
学
協
会
会
長
の
藤

田
明
さ
ん
、
中
日
詩
人
会
前
会
長
の

渡
邊
正
也
さ
ん
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
同
書
の
価
値
と
詩
人
・
竹
内
浩

三
像
に
つ
い
て
の
見
解
を
ご
寄
稿
い

た
だ
い
た
。

　
特
筆
す
べ
き
は
、
藤
田
さ
ん
の
解

説
中
に
代
表
詩「
骨
の
う
た
う
」の
オ

リ
ジ
ナ
ル
版
が
一
挙
掲
載
さ
れ
た
こ
と

だ
。賛
否
も
覚
悟
の
上
、浩
三
ワ
ー
ル

ド
に
お
け
る
編
集
者・中
井
利
亮
の
存

在
を
印
象
づ
け
る
形
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
な
ぜ
浩
三
の
こ
と
ば
は
時
代
が
遷
っ

て
な
お
人
々
の
心
を
打
つ
の
だ
ろ
う
か
。

解
説
の
中
で
渡
邊
さ
ん
は「
生
地
を
さ

ら
け
出
す
こ
と
を
厭
わ
な
い
」
詩
で
あ

る
か
ら
と
評
す
る
。
そ
の
意
味
で
も

『
愚
の
旗
』は
、
竹
内
浩
三
へ
の
理
解
を

深
め
る
原
典
と
な
り
そ
う
だ
。

竹
内
・
中
井
の
年
譜
、出
来
事
、

解
説
な
ど
二
十
ペ
ー
ジ
を
増
補

竹内浩三（たけうち・こうぞう）
1921年、宇治山田市（現伊勢市）生まれ。宇
治山田中学から、40年、日本大学専門部映画
科へ入学。在学中に同人誌「伊勢文学」を
創刊。詩や短編小説、漫画を発表した。42年
に繰り上げ卒業して入営。45年4月9日、フィ
リピンで戦死。戦後、遺稿集が刊行される。
代表作品に「骨のうたう」「日本がみえない」。

中井利亮（なかい・としすけ）
1921年、度会郡二見町(現伊勢市）生まれ。
宇治山田中学から、42年、早稲田大文学部
入学。竹内らと同人誌「伊勢文学」を創刊。
海軍飛行予備学生として学徒出陣。56年、
姉松島こうの依頼により『愚の旗』を編集。
2002年81才で死去。著書に『ヤマトヒメラ
インを走る』2003年中井信子刊）がある。

竹内浩三（右）と中井利亮

き

　

じ

完成した『愚の旗』復刻版
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復
刻
版『
愚
の
旗
』

購
入
の
ご
案
内

郵
便
局
に
設
置
さ
れ
て
い
る
払
込

取
扱
票
を
ご
利
用
の
上
、住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
と
、備
考
欄
に
書
名

（
愚
の
旗
）お
よ
び
冊
数
を
ご
記
入

後
、左
記
代
金
を
郵
便
局
よ
り
お

振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

ご
入
金
確
認
後
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

本
代　
１
冊 

￥
８
６
４
０（
税
込
）

送
料　
１
冊 

￥
１
０
０
０（
税
込
）

口
座
番
号

　
０
０
８
２
０―

２―

４
２
３
９

加
入
者
名

　
有
限
会
社　

伊
勢
文
化
舎

●
お
問
い
合
わ
せ…

伊
勢
文
化
舎

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
９
６・２
３・５
１
６
６

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
５
９
６・２
３・５
２
４
１

『
愚
の
旗
』復
刻
制
作
委
員
会

ご
協
賛
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
委
員
長

　

千
巻
印
刷
産
業（
株
）
代
表
取
締
役
社
長　
　

塚
本　
　

誠

■
副
委
員
長

　

北
浜
印
刷
工
業（
有
）
専
務
取
締
役　
　
　
　

山
中　
　

武

　

関
西
紙
業（
株
）
取
締
役
社
長　
　
　
　
　
　

鈴
木　

琢
也

　

イ
ト
ウ
印
刷（
有
）
代
表　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

敏
治

　  （
有
）ミ
カ
ミ
プ
ロ
セ
ス
代
表　
　
　
　
　
　

神
部　

政
郎

　

大
豐
和
紙
工
業（
株
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
北　

喜
得

　

丸
武
製
本
紙
工（
岐
阜
市
）　　
　
　

 　
　
　

小
栗　

俊
治

　  （
有
）小
川
守
商
店（
岐
阜
市
）　　
　
　

 　
　

小
川　

幸
三

■
事
務
局

　  （
有
）伊
勢
文
化
舎　

代
表　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

賢
一

■
協
力

　

伊
勢
市
立
図
書
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

竹
内
浩
三
の
姉
こ
う
氏
の
長
女　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
司　

乃
ぶ
代

　

中
井
利
亮
氏
長
女
（
立
正
大
学
特
任
教
授
）　　
　
　
　
中
井　

万
知
子

　

竹
内
浩
三
研
究
会　

事
務
局
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
村　
　

薫　
　

　

竹
内
浩
三
を
読
む
会　

代
表　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

美
代
子

　
「
き
み
は
い
く
さ
に
征
っ
た
け
れ
ど
」上
演
委
員
会
事
務
局　

大
西　

金
重

　

三
重
県
印
刷
工
業
組
合
伊
勢
支
部　
　
　
　
　
　
　
　

今
村　

順
一
郎

　

詩
人
（
南
伊
勢
町
在
住
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
社　

裕
基

　

元
高
田
短
期
大
学
教
授
、竹
内
浩
三
研
究
会　

代
表　

藤
田　
　

明

青年劇場「きみはいくさに征ったけれど」伊勢公演
居場所を見いだせない１人の高校生の前に、1人の青年が現れる。
竹内浩三と現代の高校生が出会ったなら…。ご期待下さい。
作：大西弘記（伊勢市出身・劇団TOKYOハンバーグ主宰）
●期間…12月22日(土）18時半～、 23日(日）14時～
●会場…シンフォニアテクノロジー響ホール伊勢(大ホール）
●主催…「きみはいくさに征ったけれど」公演実行委員会
●チケット…前売り  一般3000円、 中高生1000円、 当日500円増し
●チケット販売所
　伊勢演劇鑑賞会、 伊勢市社会福祉協議会、 伊勢商工会議所、
　劇団伊勢、 シンフォニアテクノロジー響ホール伊勢（観文）、 賓日館（二見）、 伊勢文化舎
●お問い合わせ…大西金重 0596・24・4810

〈
個
人
〉

杏　

さ
だ
子

池
村　

寛

岩
瀬　

よ
し
の
り

大
西　

金
重

岡
田　

美
代
子

川
口　

祐
二

桐
山　

五
郎

竹
内　

喜
美
子

竹
内　

三
輪

竹
島　

恭
子

田
中　

伸
一

土
屋　

誠

刀
根　

照
美

西
川　

敏
子

西
山　

嘉
代
子

松
下　

美
智
子

森
本　

博
通

矢
野　

隆
嗣

山
川　

芳
洋

　
　
　

他 

十
二
名

他
に
、県
内
津
市
以
南
の
主
要
書
店

で
ご
予
約
い
た
だ
く
か
、ア
マ
ゾ
ン

で
も
お
求
め
で
き
ま
す
。

大西弘記さんによる演劇ワークショップ。
（11月3日赤門寺正寿院）

〈
企
業
・
団
体
〉

（
株
）ア
イ
ブ
レ
ー
ン

石
川
商
工（
株
）

大
阪
印
刷
イ
ン
キ
中
部
販
売（
株
）

割
烹　

大
喜

関
西
紙
業（
株
）

カ
ン
パ
ー
ニ
ュ

月
兎
舎

（
株
）光
文
堂

（
株
）小
森
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
株
）酒
徳
昆
布

（
株
）サ
ン
浦
島

真
宗
大
谷
派　

常
照
寺

（
有
）タ
ス
カ
ル

旅
人（
絵
画
グ
ル
ー
プ
）Ｍ
・Ｏ

東
京
イ
ン
キ（
株
） 

名
古
屋
支
店

（
有
）二
軒
茶
屋
餅
角
屋
本
店 

伊
勢
角
屋
麦
酒

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
三
重（
株
）

富
士
フ
イ
ル
ム

グ
ロ
ー
バ
ル
グ
ラ
フ
ィッ
ク
シ
ス
テ
ム
ズ（
株
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

二
見
浦
・
賓
日
館
の
会

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社 

伊
勢
南
営
業
所

森
の
劇
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト・
津

（
五
十
音
順
）

出版・編集・制作

㈲伊勢文化舎
〒516－0008  伊勢市船江2丁目22－25

TEL 0596－23－5166
http://www.isebito.com

紙の専門商社

津市桜橋3丁目53番5号
TEL 059－225－8146㈹
FAX 059－226－9929
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調
査
段
階
か
ら
注
目
し
て
い
た
の
が

見
返
し
で
す
。
見
返
し
は
表
紙
を
開

い
た
裏
側
（
表
・
裏
）の
紙
で
、
表
紙
と

と
も
に
書
籍
の
格
調
が
決
ま
り
ま
す
。

　

原
本
の
見
返
し
は
網
目
模
様
の
凹

凸
の
あ
る
和
紙
で
、
松
、
竹
、
梅
の
透

か
し
模
様
が
お
ぼ
ろ
げ
に
見
え
ま
す
。

こ
れ
を
最
初
私
た
ち
は
、
文
様
を
デ
ジ

タ
ル
ス
キ
ャ
ン
し
、
箔
押
し
機
で
和
紙

に
エ
ン
ボ
ス
加
工
を
施
せ
ば
再
現
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
試
作

の
結
果
は
、
色
味
、
質
感
と
も
に
デ
ジ

タ
ル
の
く
っ
き
り
感
が
強
く
、
原
本
と

和
紙
の
見
返
し
紙
に
、編
集
者
の
感
性
を

見
出
し
ま
し
た
。し
か
し
、

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
再
現
で
き
る
か
、

一カ
月
間
悩
み
ま
し
た
。二

つ
の
伝
統
技
法
が
結
集

糸
か
が
り
製
本
で

美
し
い
仕
上
が
り

見返し紙に使った落水の技法ー
薄いベールのような楮（こうぞ）紙を漉き、 
濡れたままの状態で上から型紙をかざして 
シャワーを強く掛けると、水の力に負けて 紙
に型通りの穴が空き、模様ができる。 繊維
の長さがぼかしのように作用して、 風合い
ゆたかな風情に仕上がった。 
（大豐和紙工業での作業風景）

伊勢型紙の彫り師・
那須恵子さんが彫っ
た見返し紙の型紙を
漉き桁（すきけた）に
とりつけたところ。

小栗俊治さん（丸武）は三重県出身。今回は
小川守商店さんの製本アドバイザー的な立
場で参画された。

「表紙の位置合わせが一番難しい」と小川守
商店の小川さん。

程
で
進
め
、
最
後
に
本
文
に
貼
り
込
ん

だ
見
返
し
の
側
全
面
を
ノ
リ
で
表
紙
の

裏
側
に
貼
り
合
わ
せ
、
表
紙
と
本
文

を
接
合
し
て
い
き
ま
す
。
本
の
強
度
を

保
つ
た
め
背
固
め
な
ど
の
接
着
に
は
ノ

リ
と
ボ
ン
ド
を
最
適
に
調
合
し
、
接
着

の
強
度
と
乾
燥
性
を
両
立
さ
せ
て
い
ま

す
。
仮
固
め
し
た
本
文
は
、
長
く
薄
い

寒
冷
紗
、
背
張
り
紙
な
ど
の
補
強
材

を
ニ
カ
ワ
で
施
し
仕
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
『
愚
の
旗
』の
原
本
は
特
殊
な
手
製

本
（
上
製
本
）で
美
し
く
仕
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
復
刻
版
の
製
本
は
、
上
製

本
に
定
評
の
あ
る
岐
阜
市
の
製
本
所
・

小
川
守
商
店
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
約
三
十
工
程
以
上
あ
る

上
製
本
の
作
業
の
ほ
と
ん
ど
は
手
作
業

で
す
。
表
紙
ま
わ
り
と
本
文
を
別
工

は
印
象
を
異
に
す
る
も
の
で
し
た
。

　

時
間
だ
け
が
過
ぎ
る
中
、
和
紙
の

こ
と
な
ら
ば
と
、
伊
勢
神
宮
の
お
神
札

用
紙
を
奉
製
す
る
大
豐
和
紙
工
業
の

中
北
喜
得（
61
）代
表
と
お
会
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。見
返
し
に
つい
て

相
談
す
る
と
、「
落
水
の
技
法
で
和
紙
に

模
様
を
作
れ
ば
松
竹
梅
の
様
子
が
再

現
で
き
る
か
も
」
と
、
復
刻
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

数
日
後
、大
豐
和
紙
の
工
場
に
あ
っ

た「
格
子
状
の
材
料
」を
使
い「
落
水
」

の
試
作
を
し
た
と
こ
ろ
、
理
想
に
限

り
な
く
近
い
結
果
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

残
る
問
題
は
、
原
本
に
あ
る
網
目
と

松
竹
梅
の
透
か
し
の「
型
」
を
ど
う
す

る
か
で
す
。
メ
ン
バ
ー
の一人
が
伊
勢
型

紙
の
彫
師
の
女
性
（
那
須
恵
子
さ
ん
）

を
知
っ
て
お
り
連
絡
す
る
と
、
短
期
間

に
も
か
か
わ
ら
ず
引
き
受
け
て
く
れ

ま
し
た
。

　

後
日
、
美
し
く
彫
ら
れ
た
那
須
さ

ん
の
型
紙
が
届
く
の
を
待
っ
て
、
大
豐

和
紙
の
手
す
き
職
人
・
中
島
哲
兵
さ

ん（
43
）の
手
で
一
枚
ず
つ
に
落
水
模
様

が
形
成
さ
れ
、よ
う
や
く
復
刻
版
の
見

返
し
紙
が
完
成
し
ま
し
た
。

『愚の旗』復刻と伊勢を愛した詩人・竹内浩三展
とき：12月15日(土）～28日(金）9時 ～19時〈水曜日は休館〉
会場：伊勢市立伊勢図書館 2階展示ホール（伊勢市八日市場13－35）
主催／『愚の旗』復刻制作委員会
共催／伊勢市立伊勢図書館・（有）伊勢文化舎
展示内容／『愚の旗 竹内浩三作品集』復刻のプロセスをパネル展示
　　　　　竹内浩三に関する書籍と資料の展示
　　　　　『愚の旗』初版本と編集原稿（中井利亮氏）
　　　　　「伊勢文学」や詩集、書籍等、図書館所蔵のもの　

講演と詩の朗読会
【第１回】

とき：12月16日 (日）午後1時半
　 　（12時半開場）～ 3時半
会場：サンライフ伊勢
　　　（伊勢市八日市場13－13）
定員／80名（無料・先着順）
■竹内浩三の詩から学ぶ
　話／下社裕基氏
　　　（詩人・南伊勢町在住）
■『愚の旗』復刻について
　話／『愚の旗』復刻制作委員会
■講演
　「竹内浩三と中井利亮について」

【第２回】

　藤田  明氏（元高田短期大学教授）　　　　　　　　竹内浩三研究会代表

た
い
ほ
う

よ
し
え

な
か
ぎ
た

か
ん
れ
い
し
ゃ

ま
も
る

12月2日、伊勢市立伊勢図書館で開催
されました。詩人の下社裕基氏（南伊
勢町在住）の話と長野多恵さん（森の
劇場プロジェクト代表）の朗読、詩人の
渡邊正也氏の「竹内浩三の詩の中に
入っていく」の講演がありました。

竹内浩三 生誕100年（2021年） 2 平成30年12月15日 竹内浩三 愚の旗通信

　
『
愚
の
旗
』は
竹
内
浩
三
唯
一の
著
作

で
あ
り
、親
友・中
井
利
亮
さ
ん
の
編
集

セ
ン
ス
と
思
い
が
こ
も
っ
た
書
籍
で
す
。

私
た
ち
復
刻
制
作
委
員
会
は
、詩
の
頁

の
活
版
印
刷
と
見
返
し
紙
の
造
作
の

再
現
を
中
心
に
、そ
の
思
い
を
形
に
し

よ
う
と
試
行
錯
誤
を
重
ね
ま
し
た
。

　

詩
の
頁
以
外
は
現
在
の
主
流
で
あ

る
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
機
で
刷
り
ま
す
。

短
編
や
日
記
、手
紙
の
頁
は
活
字
の
級

数
が
小
さ
く
、所
々
擦
れ
も
見
え
ま

す
。経
年
に
よ
る
汚
れ
や
ゴ
ミ
を
取

り
除
く
一
方
、一
文
字
の
擦
れ
ま
で
い
か

に
原
本
に
忠
実
に
補
整
を
施
せ
る
か

が
要
で
す
。

 

丁
寧
に
ス
キ
ャ
ン
し
た
デ
ー
タ
は
ア
ル

ミ
板
に
焼
か
れ
、印
刷
に
か
け
ら
れ
ま

す
。こ
こ
で
も
原
本
の
活
字
の
再
現
に

細
心
の
注
意
を
払
い
ま
す
。イ
ン
ク
を

盛
り
過
ぎ
る
と
文
字
が
潰
れ
、活
版
の

味
が
損
な
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

 

表
紙
の
橙
色
の
色
合
わ
せ
も
、何
回

も
試
し
刷
り
を
重
ね
ま
し
た
。「
原
本

の
明
る
い
発
色
は
染
め
紙
か
も
し
れ
な

い
」。ス
キ
ャ
ン
技
師
の
勘
と
想
像
力
を

駆
使
し
、進
め
て
い
き
ま
し
た
。

こ
こ
は
伊
勢
市
船
江
に
あ
る
、県
下
で

も
数
少
な
い
活
版
印
刷
所
で
す
。

　

伊
藤
さ
ん
は
大
学
を
出
て
す
ぐ
父
親

が
つ
く
っ
た
印
刷
所
に
入
り
、活
版
技
術

の
イ
ロ
ハ
か
ら
学
ん
だ
筋
金
入
り
の
職

人
。し
か
し
近
年
は
活
版
の
需
要
が
減

り
、と
く
に
頁
も
の
は
長
ら
く
手
掛
け

て
い
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。『
愚
の
旗
』

を
依
頼
し
た
と
き
も
初
め
は
躊
躇
さ
れ

ま
し
た
が
、「
詩
の
頁
の
み
」と
い
う
条
件

で
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

詩
の
頁
は
全
部
で
54
頁
。そ
れ
を
見

開
き
ご
と
に
、活
字
を
拾
う「
文
選
」、

文
字
を
組
み
合
わ
せ
文
章
に
整
え
る

「
組
版
」を
行
い
、ゲ
ラ
刷
り（
校
正
）を

出
し
ま
す
。校
正
後
は
直
し
て
校
了
に

し
、印
刷
に
か
け
ま
す
。「
タ
イ
ト
ル
の

み
赤
色
で
二
色
刷
り
。編
集
者
の
こ
だ

わ
り
を
感
じ
ま
す
ね
」と
伊
藤
さ
ん
。

ま
た
、「
活
版
印
刷
な
ら
で
は
の
文
字
の

美
し
さ
や
味
わ
い
を
ぜ
ひ
見
て
ほ
し
い
」

と
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
ガ
チ
ャ
ン
、ガ
チ
ャ
ン
」、小
気
味
よ
い

音
を
た
て
る
年
代
物
の
活
版
機
。傍
で

は
イ
ト
ウ
印
刷
の
主・伊
藤
敏
治
さ
ん

（
59
）が
機
械
を
時
々
止
め
て
は一枚
一枚

刷
り
上
が
り
を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

復
刻
作
業
は
、竹
内
浩
三
、

編
集
者
・
中
井
利
亮
氏
と
の

「
対
話
」で
も
あ
り
ま
し
た
。

二
人
の
思
い
を
伝
え
た
い
ー

あ
え
て
難
し
い
方
法
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

ま
だ
健
在
の
活
版
印
刷
所
で

「一篇一篇の作品のタイトル、詩
行の位置が全部同じではないん
です。微妙に変えてありますので、
慎重に原本と見比べながら組ん
でいきました」と伊藤さん。
写真は活字棚から活字を拾って
いく文選作業。（イトウ印刷）

表紙の色合わせは製版技師の神部さんにも立ち会ってもらい、元本
に近い色がでるまで試し刷りを行う。（北浜印刷）

デジタル技術を駆使してスキャンしたあとは、人の目で汚れや
ゴミを丁寧に取り除いていく。（千巻印刷産業）

年代物の活版機は現在も健在。 刷り上がりを厳しい目でチェック
する伊藤さん。

活
字
の
擦
れ
も
そ
の
ま
ま
に
。

ス
キ
ャ
ン
技
師
の
腕
の
見
せ
所
で
す
。

表
紙
の
橙
色
を
決
め
る
に
も
、

何
回
も
色
合
わ
せ
を
重
ね
ま
し
た
。

か
す

だ
い
だ
い

ペー
ジ

と
し
は
る

ぶ
ん
せ
ん

く
み
は
ん

真珠が生み出す神秘の世界

伊勢市二見町松下1742－8
TEL0596－43－4311   FAX0596－42－1655

営業日…月・金
時間…13:00～17:00

伊勢パールセンター

朝の禊湯で
お伊勢参りへ

鳥羽市温泉振興会
〒517－0022 鳥羽市大明東町1－7
TEL0599・25・3019　FAX0599・25・6358
http://www.toba-onsen.com

鳥羽市観光協会
〒517－0022 鳥羽市大明東町1－7
TEL0599・25・3019　FAX0599・25・6358
http://www.toba.gr.jp

鳥羽の旅情報は

パールシャワーで祝う
結婚30周年の記念日

真珠婚式
（毎月30日は真珠婚の日）
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調
査
段
階
か
ら
注
目
し
て
い
た
の
が

見
返
し
で
す
。
見
返
し
は
表
紙
を
開

い
た
裏
側
（
表
・
裏
）の
紙
で
、
表
紙
と

と
も
に
書
籍
の
格
調
が
決
ま
り
ま
す
。

　

原
本
の
見
返
し
は
網
目
模
様
の
凹

凸
の
あ
る
和
紙
で
、
松
、
竹
、
梅
の
透

か
し
模
様
が
お
ぼ
ろ
げ
に
見
え
ま
す
。

こ
れ
を
最
初
私
た
ち
は
、
文
様
を
デ
ジ

タ
ル
ス
キ
ャ
ン
し
、
箔
押
し
機
で
和
紙

に
エ
ン
ボ
ス
加
工
を
施
せ
ば
再
現
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
試
作

の
結
果
は
、
色
味
、
質
感
と
も
に
デ
ジ

タ
ル
の
く
っ
き
り
感
が
強
く
、
原
本
と

和
紙
の
見
返
し
紙
に
、編
集
者
の
感
性
を

見
出
し
ま
し
た
。し
か
し
、

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
再
現
で
き
る
か
、

一カ
月
間
悩
み
ま
し
た
。二

つ
の
伝
統
技
法
が
結
集

糸
か
が
り
製
本
で

美
し
い
仕
上
が
り

見返し紙に使った落水の技法ー
薄いベールのような楮（こうぞ）紙を漉き、 
濡れたままの状態で上から型紙をかざして 
シャワーを強く掛けると、水の力に負けて 紙
に型通りの穴が空き、模様ができる。 繊維
の長さがぼかしのように作用して、 風合い
ゆたかな風情に仕上がった。 
（大豐和紙工業での作業風景）

伊勢型紙の彫り師・
那須恵子さんが彫っ
た見返し紙の型紙を
漉き桁（すきけた）に
とりつけたところ。

小栗俊治さん（丸武）は三重県出身。今回は
小川守商店さんの製本アドバイザー的な立
場で参画された。

「表紙の位置合わせが一番難しい」と小川守
商店の小川さん。

程
で
進
め
、
最
後
に
本
文
に
貼
り
込
ん

だ
見
返
し
の
側
全
面
を
ノ
リ
で
表
紙
の

裏
側
に
貼
り
合
わ
せ
、
表
紙
と
本
文

を
接
合
し
て
い
き
ま
す
。
本
の
強
度
を

保
つ
た
め
背
固
め
な
ど
の
接
着
に
は
ノ

リ
と
ボ
ン
ド
を
最
適
に
調
合
し
、
接
着

の
強
度
と
乾
燥
性
を
両
立
さ
せ
て
い
ま

す
。
仮
固
め
し
た
本
文
は
、
長
く
薄
い

寒
冷
紗
、
背
張
り
紙
な
ど
の
補
強
材

を
ニ
カ
ワ
で
施
し
仕
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
『
愚
の
旗
』の
原
本
は
特
殊
な
手
製

本
（
上
製
本
）で
美
し
く
仕
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
復
刻
版
の
製
本
は
、
上
製

本
に
定
評
の
あ
る
岐
阜
市
の
製
本
所
・

小
川
守
商
店
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
約
三
十
工
程
以
上
あ
る

上
製
本
の
作
業
の
ほ
と
ん
ど
は
手
作
業

で
す
。
表
紙
ま
わ
り
と
本
文
を
別
工

は
印
象
を
異
に
す
る
も
の
で
し
た
。

　

時
間
だ
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過
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る
中
、
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紙
の

こ
と
な
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ば
と
、
伊
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神
宮
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神
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す
る
大
豐
和
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の
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技
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か
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と
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復
刻
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
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に
忠
実
に
補
整
を
施
せ
る
か

が
要
で
す
。

 

丁
寧
に
ス
キ
ャ
ン
し
た
デ
ー
タ
は
ア
ル

ミ
板
に
焼
か
れ
、印
刷
に
か
け
ら
れ
ま

す
。こ
こ
で
も
原
本
の
活
字
の
再
現
に

細
心
の
注
意
を
払
い
ま
す
。イ
ン
ク
を

盛
り
過
ぎ
る
と
文
字
が
潰
れ
、活
版
の

味
が
損
な
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

 

表
紙
の
橙
色
の
色
合
わ
せ
も
、何
回

も
試
し
刷
り
を
重
ね
ま
し
た
。「
原
本

の
明
る
い
発
色
は
染
め
紙
か
も
し
れ
な

い
」。ス
キ
ャ
ン
技
師
の
勘
と
想
像
力
を

駆
使
し
、進
め
て
い
き
ま
し
た
。

こ
こ
は
伊
勢
市
船
江
に
あ
る
、県
下
で

も
数
少
な
い
活
版
印
刷
所
で
す
。

　

伊
藤
さ
ん
は
大
学
を
出
て
す
ぐ
父
親

が
つ
く
っ
た
印
刷
所
に
入
り
、活
版
技
術

の
イ
ロ
ハ
か
ら
学
ん
だ
筋
金
入
り
の
職

人
。し
か
し
近
年
は
活
版
の
需
要
が
減

り
、と
く
に
頁
も
の
は
長
ら
く
手
掛
け

て
い
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。『
愚
の
旗
』

を
依
頼
し
た
と
き
も
初
め
は
躊
躇
さ
れ

ま
し
た
が
、「
詩
の
頁
の
み
」と
い
う
条
件

で
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

詩
の
頁
は
全
部
で
54
頁
。そ
れ
を
見

開
き
ご
と
に
、活
字
を
拾
う「
文
選
」、

文
字
を
組
み
合
わ
せ
文
章
に
整
え
る

「
組
版
」を
行
い
、ゲ
ラ
刷
り（
校
正
）を

出
し
ま
す
。校
正
後
は
直
し
て
校
了
に

し
、印
刷
に
か
け
ま
す
。「
タ
イ
ト
ル
の

み
赤
色
で
二
色
刷
り
。編
集
者
の
こ
だ

わ
り
を
感
じ
ま
す
ね
」と
伊
藤
さ
ん
。

ま
た
、「
活
版
印
刷
な
ら
で
は
の
文
字
の

美
し
さ
や
味
わ
い
を
ぜ
ひ
見
て
ほ
し
い
」

と
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
ガ
チ
ャ
ン
、ガ
チ
ャ
ン
」、小
気
味
よ
い

音
を
た
て
る
年
代
物
の
活
版
機
。傍
で

は
イ
ト
ウ
印
刷
の
主・伊
藤
敏
治
さ
ん

（
59
）が
機
械
を
時
々
止
め
て
は一枚
一枚

刷
り
上
が
り
を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

復
刻
作
業
は
、竹
内
浩
三
、

編
集
者
・
中
井
利
亮
氏
と
の

「
対
話
」で
も
あ
り
ま
し
た
。

二
人
の
思
い
を
伝
え
た
い
ー

あ
え
て
難
し
い
方
法
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

ま
だ
健
在
の
活
版
印
刷
所
で

「一篇一篇の作品のタイトル、詩
行の位置が全部同じではないん
です。微妙に変えてありますので、
慎重に原本と見比べながら組ん
でいきました」と伊藤さん。
写真は活字棚から活字を拾って
いく文選作業。（イトウ印刷）

表紙の色合わせは製版技師の神部さんにも立ち会ってもらい、元本
に近い色がでるまで試し刷りを行う。（北浜印刷）

デジタル技術を駆使してスキャンしたあとは、人の目で汚れや
ゴミを丁寧に取り除いていく。（千巻印刷産業）

年代物の活版機は現在も健在。 刷り上がりを厳しい目でチェック
する伊藤さん。

活
字
の
擦
れ
も
そ
の
ま
ま
に
。

ス
キ
ャ
ン
技
師
の
腕
の
見
せ
所
で
す
。

表
紙
の
橙
色
を
決
め
る
に
も
、

何
回
も
色
合
わ
せ
を
重
ね
ま
し
た
。

か
す

だ
い
だ
い

ペー
ジ

と
し
は
る

ぶ
ん
せ
ん

く
み
は
ん

真珠が生み出す神秘の世界

伊勢市二見町松下1742－8
TEL0596－43－4311   FAX0596－42－1655

営業日…月・金
時間…13:00～17:00

伊勢パールセンター

朝の禊湯で
お伊勢参りへ

鳥羽市温泉振興会
〒517－0022 鳥羽市大明東町1－7
TEL0599・25・3019　FAX0599・25・6358
http://www.toba-onsen.com

鳥羽市観光協会
〒517－0022 鳥羽市大明東町1－7
TEL0599・25・3019　FAX0599・25・6358
http://www.toba.gr.jp

鳥羽の旅情報は

パールシャワーで祝う
結婚30周年の記念日

真珠婚式
（毎月30日は真珠婚の日）



通
信竹内浩三愚の旗

竹
内
浩
三
の
生
地
の
魅
力
知
る

幻
の
作
品
集「愚
の
旗」が
復
刻

1 竹内浩三 生誕100年（2021年） 平成30年12月15日竹内浩三 愚の旗通信

竹内浩三 愚の旗通信
発行／『愚の旗』復刻制作委員会

制作／（有）伊勢文化舎
発行日／平成30年12月15日

詩
人・竹
内
浩
三
が
広
く

世
に
知
ら
れ
る
礎
と
な
っ
た
、

私
家
版「
愚
の
旗
ー
竹
内
浩
三
作

品
集
ー
」。

浩
三
の
創
作
の
息
吹
に
触
れ
る

一
冊
が
、こ
の
た
び
復
刻
さ
れ
る
。

そ
の
編
集
や
装
丁
か
ら
は
、

姉・松
島
こ
う
と

親
友・中
井
利
亮
の
浩
三
へ
の
思
い
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
激
動
の
戦
時
下
に
伊
勢
に
生
ま
れ
、

「
骨
の
う
た
う
」
な
ど
数
々
の
詩
を
遺

し
、
わ
ず
か
二
十
三
歳
で
こ
の
世
を

去
っ
た
竹
内
浩
三
。
そ
の
戦
死
か
ら

十
年
が
経
っ
た
昭
和
三
十
一
年
、
姉
の

こ
う
が
浩
三
の
学
友
・
中
井
利
亮
に
依

頼
し
て
編
ん
だ
私
家
版
作
品
集
が『
愚

の
旗
』
だ
。
十
七
編
の
詩
を
は
じ
め
、

短
編
小
説
、マ
ン
ガ
、日
記
、
姉
宛
て
の

手
紙
な
ど
を
収
録
し
、
限
定
二
百
部

を
制
作
。
没
後
徐
々
に
そ
の
名
を
知

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
浩
三
だ
が
、「
作

品
集
」の
体
を
採
っ
た
も
の
と
し
て
は

唯
一
で
、
最
近
で
は
研
究
者
も
入
手
困

難
な〝
幻
〞の
書
籍
と
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
の「
愚
の
旗
」
が
今
回
、
地
元
の

印
刷
関
係
業
者
ら
有
志
と
出
版
社
・

伊
勢
文
化
舎
に
よ
っ
て
復
刻
さ
れ
る
。

二
〇
二
一
年
の
竹
内
浩
三
生
誕
一
〇
〇

年
を
見
据
え
、「
原
点
と
も
い
え
る
作

品
集
の
復
刻
を
機
に
さ
ら
に
人
々
の
関

心
が
高
ま
れ
ば
」
と
の
思
い
だ
。

　
詩
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、マ
ン
ガ
や
日

記
、
姉
宛
の
手
紙
の
随
所
に
、ユ
ー
モ

ラ
ス
で
実
直
、
臆
病
に
し
て
何
時
も

ク
ー
ル
な
、
浩
三
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
に

じ
み
出
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。

　
復
刻
は
、で
き
る
限
り
初
版
本
に
忠

実
に
取
り
組
ま
れ
た
。
造
本
調
査
で

は
、
荷
造
り
用
包
装
紙
の
装
丁
、一
本

糸
に
よ
る
特
殊
な
上
製
本
、伊
勢
和
紙

の
掛
け
カ
バ
ー
な
ど
、
浩
三
の
創
作
と

そ
の
息
吹
を
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
温
存

し
た
い
と
い
う
、
姉
・
こ
う
と
親
友
・

中
井
の
意
志
が
読
み
取
れ
た
。

　
メ
イ
ン
で
あ
る
十
七
編
の
詩
に
つい
て

は
活
版
印
刷
を
採
用
。
伊
勢
市
内
で

唯
一
残
る
活
版
業
者
に
協
力
を
請
い
、

試
行
錯
誤
の
末
、
当
時
の
制
作
プ
ロ
セ

ス
も
再
現
し
た（
詳
細
は
二
ー
三
面
）。

　
復
刻
本
で
は
、
初
版
本
に
二
十
ペ
ー

ジ
を
追
加
し
、
増
補
を
行
っ
た
。

　
竹
内
浩
三
と
そ
の
作
品
を
め
ぐ
る

出
来
事
一
覧
に
加
え
、
竹
内
・
中
井
の

対
比
年
譜
を
収
録
。
さ
ら
に
解
説
文

と
し
て
、
三
重
文
学
協
会
会
長
の
藤

田
明
さ
ん
、
中
日
詩
人
会
前
会
長
の

渡
邊
正
也
さ
ん
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
同
書
の
価
値
と
詩
人
・
竹
内
浩

三
像
に
つ
い
て
の
見
解
を
ご
寄
稿
い

た
だ
い
た
。

　
特
筆
す
べ
き
は
、
藤
田
さ
ん
の
解

説
中
に
代
表
詩「
骨
の
う
た
う
」の
オ

リ
ジ
ナ
ル
版
が
一
挙
掲
載
さ
れ
た
こ
と

だ
。賛
否
も
覚
悟
の
上
、浩
三
ワ
ー
ル

ド
に
お
け
る
編
集
者・中
井
利
亮
の
存

在
を
印
象
づ
け
る
形
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
な
ぜ
浩
三
の
こ
と
ば
は
時
代
が
遷
っ

て
な
お
人
々
の
心
を
打
つ
の
だ
ろ
う
か
。

解
説
の
中
で
渡
邊
さ
ん
は「
生
地
を
さ

ら
け
出
す
こ
と
を
厭
わ
な
い
」
詩
で
あ

る
か
ら
と
評
す
る
。
そ
の
意
味
で
も

『
愚
の
旗
』は
、
竹
内
浩
三
へ
の
理
解
を

深
め
る
原
典
と
な
り
そ
う
だ
。

竹
内
・
中
井
の
年
譜
、出
来
事
、

解
説
な
ど
二
十
ペ
ー
ジ
を
増
補

竹内浩三（たけうち・こうぞう）
1921年、宇治山田市（現伊勢市）生まれ。宇
治山田中学から、40年、日本大学専門部映画
科へ入学。在学中に同人誌「伊勢文学」を
創刊。詩や短編小説、漫画を発表した。42年
に繰り上げ卒業して入営。45年4月9日、フィ
リピンで戦死。戦後、遺稿集が刊行される。
代表作品に「骨のうたう」「日本がみえない」。

中井利亮（なかい・としすけ）
1921年、度会郡二見町(現伊勢市）生まれ。
宇治山田中学から、42年、早稲田大文学部
入学。竹内らと同人誌「伊勢文学」を創刊。
海軍飛行予備学生として学徒出陣。56年、
姉松島こうの依頼により『愚の旗』を編集。
2002年81才で死去。著書に『ヤマトヒメラ
インを走る』2003年中井信子刊）がある。

竹内浩三（右）と中井利亮

き

　

じ

完成した『愚の旗』復刻版

竹内浩三 生誕100年（2021年） 4 平成30年12月15日 竹内浩三 愚の旗通信

復
刻
版『
愚
の
旗
』

購
入
の
ご
案
内

郵
便
局
に
設
置
さ
れ
て
い
る
払
込

取
扱
票
を
ご
利
用
の
上
、住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
と
、備
考
欄
に
書
名

（
愚
の
旗
）お
よ
び
冊
数
を
ご
記
入

後
、左
記
代
金
を
郵
便
局
よ
り
お

振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

ご
入
金
確
認
後
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

本
代　
１
冊 

￥
８
６
４
０（
税
込
）

送
料　
１
冊 

￥
１
０
０
０（
税
込
）

口
座
番
号

　
０
０
８
２
０―

２―

４
２
３
９

加
入
者
名

　
有
限
会
社　

伊
勢
文
化
舎

●
お
問
い
合
わ
せ…

伊
勢
文
化
舎

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
９
６・２
３・５
１
６
６

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
５
９
６・２
３・５
２
４
１

『
愚
の
旗
』復
刻
制
作
委
員
会

ご
協
賛
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
委
員
長

　

千
巻
印
刷
産
業（
株
）
代
表
取
締
役
社
長　
　

塚
本　
　

誠

■
副
委
員
長

　

北
浜
印
刷
工
業（
有
）
専
務
取
締
役　
　
　
　

山
中　
　

武

　

関
西
紙
業（
株
）
取
締
役
社
長　
　
　
　
　
　

鈴
木　

琢
也

　

イ
ト
ウ
印
刷（
有
）
代
表　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

敏
治

　  （
有
）ミ
カ
ミ
プ
ロ
セ
ス
代
表　
　
　
　
　
　

神
部　

政
郎

　

大
豐
和
紙
工
業（
株
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
北　

喜
得

　

丸
武
製
本
紙
工（
岐
阜
市
）　　
　
　

 　
　
　

小
栗　

俊
治

　  （
有
）小
川
守
商
店（
岐
阜
市
）　　
　
　

 　
　

小
川　

幸
三

■
事
務
局

　  （
有
）伊
勢
文
化
舎　

代
表　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

賢
一

■
協
力

　

伊
勢
市
立
図
書
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

竹
内
浩
三
の
姉
こ
う
氏
の
長
女　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
司　

乃
ぶ
代

　

中
井
利
亮
氏
長
女
（
立
正
大
学
特
任
教
授
）　　
　
　
　
中
井　

万
知
子

　

竹
内
浩
三
研
究
会　

事
務
局
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
村　
　

薫　
　

　

竹
内
浩
三
を
読
む
会　

代
表　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

美
代
子

　
「
き
み
は
い
く
さ
に
征
っ
た
け
れ
ど
」上
演
委
員
会
事
務
局　

大
西　

金
重

　

三
重
県
印
刷
工
業
組
合
伊
勢
支
部　
　
　
　
　
　
　
　

今
村　

順
一
郎

　

詩
人
（
南
伊
勢
町
在
住
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
社　

裕
基

　

元
高
田
短
期
大
学
教
授
、竹
内
浩
三
研
究
会　

代
表　

藤
田　
　

明

青年劇場「きみはいくさに征ったけれど」伊勢公演
居場所を見いだせない１人の高校生の前に、1人の青年が現れる。
竹内浩三と現代の高校生が出会ったなら…。ご期待下さい。
作：大西弘記（伊勢市出身・劇団TOKYOハンバーグ主宰）
●期間…12月22日(土）18時半～、 23日(日）14時～
●会場…シンフォニアテクノロジー響ホール伊勢(大ホール）
●主催…「きみはいくさに征ったけれど」公演実行委員会
●チケット…前売り  一般3000円、 中高生1000円、 当日500円増し
●チケット販売所
　伊勢演劇鑑賞会、 伊勢市社会福祉協議会、 伊勢商工会議所、
　劇団伊勢、 シンフォニアテクノロジー響ホール伊勢（観文）、 賓日館（二見）、 伊勢文化舎
●お問い合わせ…大西金重 0596・24・4810

〈
個
人
〉

杏　

さ
だ
子

池
村　

寛

岩
瀬　

よ
し
の
り

大
西　

金
重

岡
田　

美
代
子

川
口　

祐
二

桐
山　

五
郎

竹
内　

喜
美
子

竹
内　

三
輪

竹
島　

恭
子

田
中　

伸
一

土
屋　

誠

刀
根　

照
美

西
川　

敏
子

西
山　

嘉
代
子

松
下　

美
智
子

森
本　

博
通

矢
野　

隆
嗣

山
川　

芳
洋

　
　
　

他 

十
二
名

他
に
、県
内
津
市
以
南
の
主
要
書
店

で
ご
予
約
い
た
だ
く
か
、ア
マ
ゾ
ン

で
も
お
求
め
で
き
ま
す
。

大西弘記さんによる演劇ワークショップ。
（11月3日赤門寺正寿院）

〈
企
業
・
団
体
〉

（
株
）ア
イ
ブ
レ
ー
ン

石
川
商
工（
株
）

大
阪
印
刷
イ
ン
キ
中
部
販
売（
株
）

割
烹　

大
喜

関
西
紙
業（
株
）

カ
ン
パ
ー
ニ
ュ

月
兎
舎

（
株
）光
文
堂

（
株
）小
森
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
株
）酒
徳
昆
布

（
株
）サ
ン
浦
島

真
宗
大
谷
派　

常
照
寺

（
有
）タ
ス
カ
ル

旅
人（
絵
画
グ
ル
ー
プ
）Ｍ
・Ｏ

東
京
イ
ン
キ（
株
） 

名
古
屋
支
店

（
有
）二
軒
茶
屋
餅
角
屋
本
店 

伊
勢
角
屋
麦
酒

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
三
重（
株
）

富
士
フ
イ
ル
ム

グ
ロ
ー
バ
ル
グ
ラ
フ
ィッ
ク
シ
ス
テ
ム
ズ（
株
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

二
見
浦
・
賓
日
館
の
会

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社 

伊
勢
南
営
業
所

森
の
劇
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト・
津

（
五
十
音
順
）
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